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研究成果の概要（和文）：中国とインドの社会経済的な特色が地場企業のイノベーションのあり方にどのような
影響を与えるのかを総合的に考察した。様々な論考がなされたが、主な研究は、(1)政府の技術促進制度がイノ
ベーションに与える影響と、(2)需要の質がイノベーションに与える影響について考察するものであった。参加
者がそれぞれの論考を単独の論文として公表した他、研究会全体としては、中国社会科学院、インド経営大学院
バンガロール校等の専門家を交えて、日本と中国で計3回のワークショップを行った。

研究成果の概要（英文）：Various papers have been produced by the participants in terms of how 
socio-economic characteristics have influenced the development process of indigenous firms in China 
and Inida.Main bodies of papers focused on (1) the influences of governmental technology policies on
 innovations, and (2) the influences of demand quality of domestic market on innovations. Beside the
 individual papers, the team as a whole organized 3 internatinal workshops in Japan and China with 
the collaboration by specialists from Chines Accademy of Social Sciences and Indian Instituite of 
Management, Bangalore.

研究分野： 中国経済
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  ２版
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１．研究開始当初の背景 
 
 中国とインドという人口超大国が世界経
済の趨勢に大きく影響する重要な地域へ成
長するにつれ、生産効率の向上が成長を主導
する段階から、イノベーションが成長を牽引
する段階に両国が上れるのか、また、今後そ
れが実現するとして、それがどのような過程
を経てそうなると予想できるかについて、関
心が高まっている。イノベーションに関する
議論においても、新しい技術知識が人類にと
って初となるようなタイプの先端的イノベ
ーションだけでなく、既存の技術知識を活用
しながら低所得者やなんらかの社会的制約
の中で不便を強いられる人々の効用を向上
させるタイプのイノベーションを含めた多
様な型の存在と有用性が研究されるように
なった。また、研究代表者がこれまで行って
きた中国とインドのような後発の超大国の
経済発展過程にどのような特色があるのか
という議論（Ohara et.al.ed., 2011）を深め、
より最近の現実を組み込むためにも、両国の
イノベーションに焦点を当てた研究が必要
となる。以上の点から、後発の人口大国であ
る中国とインドで、主な地場企業においてど
のようなタイプのイノベーションが進行し
ており、それが両国の社会経済的な特色とど
のように関係しているのかについて、本格的
な研究を行うこととした。 
 
＊Moriki Ohara, M.Vijayabaskar, Hong Lin 
ed., Industrial Dynamics in China and 
India: Firms, Clusters, and Different 
Growth Paths, Palgrave MacMillan, 
London, 2011 
 
２．研究の目的 
 
産業発展の研究において中国とインドを

とりあげることの意味は、両国の特性である、
人口と国土の点で超大国であること（国内市
場が大きいこと）、地場資本による産業発展
の歴史が長くあったこと、政府の規模が比較
低位大きく、関与を行ってきたこと、これら
の要因の影響とその影響の及ぼし方を理解
する事である。 
社会的に多様な人々および企業が多重の

階層をなして活動しており、そのようなタイ
プの国内需要と供給体制が両国のイノベー
ションにどのような特色を与えているのか
を知ることが、この研究の目的であった。 
 
３．研究の方法 
 
 以下のようなおおまかな研究分野の分担
をして研究を進めた。具体的な研究方法につ
いては、個々の分担者が各自設定した。 
(1)生産性およびＲ＆Ｄ投資の実証分析―イ
ノベーションの成果 
 中国とインドの特に製造業部門でどの程

度のイノベーションの成果があったかを実
証的に分析する。生産性については基本的に
企業レベルのミクロデータを使用して行う。
中国は工業企業データ、インドは ASI
（Annual Survey of Industries）データを使
用する。ただし、中国の工業企業データは
R&D 活動に関する情報を含むが、ASI デー
タはそれを含まない。また R&D 投資の「半
製品」としての特許取得についても実証分析
を行う。 
(2)政府の技術政策の制度と効果 
 大国である中国とインドは政府の規模が
大きく、R&D 投資促進のための様々な政策
を行ってきた。それらの政策の制度と効果を
実証的に分析する。特にその大国性から、中
央政府だけでなく、地方政府のあり方が重要
となる。企業レベルのミクロデータによる実
証研究とあわせて、企業ヒアリングによる制
度と投資行動の関連に関する研究も行う。 
(3)国内需要が地場企業のイノベーション活
動に与える影響 
 大国性の最も重要な要素である国内需要
の（潜在的な）大きさが地場企業の生産およ
びイノベーション活動の方向性与えた影響
を考察する。その際、人々の最終消費財の分
野での需要の地域分断および階層性に特に
着目する。それが中国で見られる一つの製品
分野での多様な企業の参入現象の基礎とな
っていると考えられるからである。同時に、
企業の中間財需要および設備需要とそれに
対する政府の介入がイノベーションの与え
る影響にも注目する。地域的な産業集積の影
響についても考察する。 
(4)社会的安定性の生産活動およびイノベー
ションへの影響 
 社会的な重層性は社会不安や腐敗といっ
た不安定要因を生みだしやすいと考えられ
る。そのような社会的な不安定が生産および
イノベーションにどのような影響を与えて
いるかを、データによる実証と現地調査によ
る記述の両方で進める。 
 
４．研究成果 
 
 以上の分野において、リストにあるように、
豊富で多様な成果が生み出された。 
特に政府の技術促進制度がイノベーショ

ンに与える影響と、需要の質がイノベーショ
ンに与える影響が注目できる。政府の技術促
進策については純粋な政府支出というより、
国内外の企業が起業と協業の中でイノベー
ションを重層的に続けるエコシステムの形
成の一翼を担う役割が注目された。エコシス
テムの投資者としてだけでなく、環境規制の
ような新しい技術要求をビジネスサイドと
ともに作り出してゆく点により注目が集ま
った。政府と企業群の一体性がより強い中国
でこの面の効果がより高く、そうでないイン
ドでより弱い傾向があることがわかった。需
要の質の影響については、中国では政府が国



有企業等を通じて戦略的な重点技術に対し
て設備投資需要を喚起し、国内企業により多
くのイノベーションの機会を提供している
こと、一方、インドでは供給面に比べて投資
需要面でのイノベーション促進の役割を多
く果たしていないことがわかった。中国では、
設備投資の新技術の導入で外国技術と競わ
せる形で国内供給企業に技術投資を促して
おり、その試みは必ずしも短期的な効果を生
むわけではないが、長期的に蓄積されること
で次のイノベーションを生む土壌となって
いる可能性が示唆された。 
この他にも注目すべき論点が多いが、個々

に挙げてゆくことはできない。 
以下では研究が至らなかった点について、

今後の課題として記してゆく。 
企業レベルのデータの実証面で、データの

質が中印で異なるため、十分な比較ができな
かった。特に R&D の情報が得られる中国で
そうでないインドの比較をすることが難し
かった。中国では地方政府レベルでの R&D
投資促進の効果まで検証できたが、インドで
はできなかった。特許等のデータでも同様で
あった。需要の分析についても同様で、例え
ば中国では県別の自動車所有データが県レ
ベルまで取得できるが、インドについては同
様のデータを得ることができなかった。 
一方、インドについては社会の安定性が生

産に与える影響について実証分析が進んだ
が、中国では同様のことができなかった。 
データと同時に、現地ヒアリングでも、適

切な比較研究は容易でなかった。企業でのヒ
アリングを通じた研究においても、両国で同
じ産業で同じような条件の企業のケースを
質的に比較しようとした。実際に、工作機械、
自動車部品、電気自動車等の限られた製品分
野については中国とインドで企業を訪問調
査することができた。しかし、企業規模や業
界でのポジション等について近い企業にア
クセスすることは容易ではなかった。 
個々の研究者が、中国およびインドの両方

について十分なデータおよび質的な訪問調
査ができた訳ではないのが現実であった。中
国あるいはインドの一方の国については深
く水準の高い研究を行ったが、比較研究に持
ち込めた成果は残念ながら多くなかった。 
それでも、一定程度の成果を出すことがで

きたのは、海外の共同研究者の意欲的な協力
によるところが大きい。中国では中国社会科
学院工業経済研究所、インドでは Indian 
Institute of Management, Bangalore（IIMB）、
International Institute of Information 
Technology, Bangalore（IIITB）が研究協力
の中心であった。これらの研究機関の研究者
との共同研究の成果も豊富であった。最後に、
彼らの成果を日本で 2回（2013 年および 2015
年に龍谷大学において）、中国で 1 回（2015
年に北京の中国社会科学院において）開催し
た国際ワークショップにおいて披露し、議論
を行ったが、以下にその内容を記しておく。 
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